
～ 現在 氏名 　三　木　理　史

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

歴史地理学・交通地理学／都市交通史・植民地研究・写真史

人文地理学会協議員(～平成14年11月、平成16年11月～)、歴史地理学会評議員(平成14年１月
～)、交通史研究会委員、鉄道史学会評議員(平成14年９月～平成15年９月)、滋賀県坂田郡米原
町史執筆委員(～平成15年3月)、大阪府門真市史執筆委員、大阪府茨木市史執筆委員、第３回世
界水フォーラム河川舟運分科会委員(平成14年4月～平成15年3月)、愛知県史編さん委員会特別調
査委員(平成14年７月～)

図書館委員ほか(情報不詳)

日本地理学会・人文地理学会・歴史地理学会・奈良地理学会・社会経済史学
会・経営史学会・日本産業技術史学会・交通史研究会・鉄道史学会・日本植民
地研究会

大阪市における都市交通史の研究／樺太における植民地史の研究／近代日本の
地理写真史の研究

平成12～15年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(Ｃ)(２)「日本の植民地経営と樺太拓
殖事業に関する地理学的研究」(研究代表者：三木理史)
平成13～16年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(Ａ)(１)「近代日本における国土空
間・社会空間の編成過程に関する歴史地理学的研究」( 研究代表者：富山大学教育学部助教授山
根拓／千葉大学教育学部助教授中西僚太郎、研究分担者 )、平成15～18年度日本学術振興会科学
研究費補助金基盤研究(Ｂ)(１)「近代日本の民間地図と画像資料の地理学的活用に関する基礎的
研究」( 研究代表者：群馬大学教育学部助教授関戸明子、研究分担者 )、平成15～17年度日本学
術振興会科学研究費補助金基盤研究(Ｂ)(１)「両大戦間期交通・運輸史に関する総合的研究－都
市交通と物流－」(研究代表者：立教大学経済学部教授老川慶喜、研究分担者)

地理学科３年次ゼミ報告書『東京巡検報告書－東京都とその周辺の地域調査－』(三木ゼミ調査
法・野外研究調査報告書　第８号,2002年1月）の企画・指導・引率・編集・発行、総合演習報告
書『奈良市およびその周辺の地域調査』(2003年1月)の企画・指導・引率・編集・発行、『長崎
巡検報告書　－長崎県内各地の地域調査－』（三木ゼミ調査法・野外研究調査報告書第９
号,2004年1月、の企画・指導・引率・編集・発行。
＜非常勤講師＞関西大学文学部(平成14～16年度　歴史地理研究担当)、立命館大学文学部(平成
14年度　地理学特殊講義ⅡＬ担当)、立命館大学文学部(平成15年度　交通・観光地理学担当)、
佛教大学大学院文学研究科(平成16年度　地理学特殊研究・日本史学特殊研究担当)

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1991年奈良大学在職期間

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題



① 近・現代交通史
調査ハンドブック

単著

② 単著

① 戦間期大阪市をめ
ぐる貨物輸 送と
中央卸売市場の成
立

単著

② 「都市鉄道」の成
立―戦間期大阪市
と近郊の事例によ
る考察―

単著

③ 都市交通における
社会資本の客・貨
利用分担の形成―
明治～大正期の大
阪市を事例として
―

単著

④ 農業移民に見る樺
太と北海道－外地
の実質性と形式性
をめぐって－

単著

⑤ 戦間期樺太におけ
る朝鮮人社会の形
成－「在日」朝鮮
人の空間性をめ
ぐって－

単著

⑥ 鉄道廃止と地域社
会－縮小史観から
の日本鉄道史再考
－

単著

自治体史や社史編纂を念頭
に近代交通史の調査法を整
理

戦間期における大阪市の生
鮮食料品流通から中央卸売
市場の意義を再考

戦間期の「都市鉄道」成立
の実証を通じて、都市交通
を技術史的に考察したもの

都市の社会資本の分担利用
という観点から、近世・近
代間の客・貨輸送の変化を
考察

農業移民のライフヒスト
リーを通じて北海道と樺太
の関係を考察

戦間期における樺太の朝鮮
人労働を北東アジア史の視
点から考察

鉄道廃止と地域社会の関係
を通史的に変化を考察しつ
つ再考

水の都と都市交通
－大阪の20世紀－
( 近代日本交通史
第９  巻 )

「都市交通」に関する巻を
分担執筆したもので、大阪
の事例を通史的にまとめ
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

 2004年11月 古今書院

2004年 4月

 2003年11月

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

 成山堂書店 2003年10月

 2002年 9月 運輸調査局『運輸と経済』
第62巻9号

 2003年 1月

交通史研究会『交通史研
究』第 54号

日本産業技術史学会『技術
と文明』第14巻 1号

野田正穂・老川慶喜編著
『日本鉄道史の研究』八朔
社

歴史地理学会『歴史地理
学』第45巻1号

社会経済史学会『社会経
済史学』第68巻5号

2003年 4月

2003年 1月



① 書評：中村尚史著
『日本鉄道業の形
成－1869～1894年
－』

単著

② 学界展望( 2002年
交通・観光 )

単著

③ 解題 交通調整関
係七

単著

④ 「才賀藤吉」他13
項目

単著

⑤ 現代の交通の見
方・捉え方

単著

経営史学会『経営史学』第
39巻 2号

中村尚史著の内容を概説す
ると同時に、その問題点を
論評

野田正穂・老川慶喜監修
『戦間期交通史資料集 第
七巻』丸善

第７巻収録史料を解説する
と同時に、大阪市の交通調
整の特徴も概説

2002年次の交通・観光地理
学に関わる成果を整理、解
説

大阪を事例に、現代交通の
見方を解説

当該辞典のうち、主に近代
に関わる項目を執筆。

（その他）

二宮書店『地理月報』第
467号

2003年1月1日

2003年 6月

2002年4月

2003年9月 丸山雍成・小風秀雅・中村
尚史編『日本交通史辞典』
吉川弘文館

人文地理学会『人文地理』
第55巻 3号

2004年 9月


